
(57)【要約】

【課題】　液晶表示装置の、ドレイン線と交差する共通

信号線の電位を安定化させる。

【解決手段】　複数本のゲート線と複数本のドレイン線

がマトリクス状に配置されており、かつ、前記ゲート線

に沿って他の信号線が配置されており、隣接する２本の

ゲート線と隣接する２本のドレイン線で囲まれた領域を

１つの画素領域とする表示パネルを有する表示装置であ

って、前記表示パネルは、複数の画素領域でなる表示領

域の外側に、前記他の信号線と電気的に接続された第１

の電極と、前記ゲート線およびドレイン線ならびに他の

信号線と電気的に独立した第２の電極とを有する容量素

子が設けられている表示装置である。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 本 の ゲ ー ト 線 と 複 数 本 の ド レ イ ン 線 が マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ て お り 、 か つ 、 前 記
ゲ ー ト 線 に 沿 っ て 他 の 信 号 線 が 配 置 さ れ て お り 、 隣 接 す る ２ 本 の ゲ ー ト 線 と 隣 接 す る ２ 本
の ド レ イ ン 線 で 囲 ま れ た 領 域 を １ つ の 画 素 領 域 と す る 表 示 パ ネ ル を 有 す る 表 示 装 置 で あ っ
て 、
　 前 記 表 示 パ ネ ル は 、 複 数 の 画 素 領 域 で な る 表 示 領 域 の 外 側 に 、 前 記 他 の 信 号 線 と 電 気 的
に 接 続 さ れ た 第 １ の 電 極 と 、 前 記 ゲ ー ト 線 お よ び ド レ イ ン 線 な ら び に 他 の 信 号 線 と 電 気 的
に 独 立 し た 第 ２ の 電 極 と を 有 す る 容 量 素 子 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 容 量 素 子 は 、 少 な く と も 前 記 表 示 パ ネ ル の １ つ の 端 面 に 沿 っ て 設 け ら れ て お り 、 か
つ 、 前 記 ゲ ー ト 線 ま た は ド レ イ ン 線 の 端 子 部 の 近 傍 に 前 記 第 １ の 電 極 の 端 子 部 お よ び 前 記
第 ２ の 電 極 の 端 子 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 表 示 パ ネ ル は 、 一 対 の 基 板 の 間 に 液 晶 材 料 を 封 入 し て な る 液 晶 表 示 パ ネ ル で あ り 、
一 方 の 基 板 に 前 記 容 量 素 子 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に
記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 前 記 一 方 の 基 板 の 各 画 素 領 域 に TFT素 子 お よ び 画 素 電 極 な ら び
に 共 通 電 極 を 有 し 、
　 前 記 他 の 信 号 線 と 前 記 共 通 電 極 が 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に
記 載 の 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 前 記 一 方 の 基 板 の 各 画 素 領 域 に TFT素 子 お よ び 画 素 電 極 を 有 し
、 他 方 の 基 板 に 前 記 共 通 電 極 を 有 し 、
　 前 記 一 方 の 基 板 は 、 前 記 画 素 電 極 の 端 部 と 前 記 他 の 信 号 線 が 絶 縁 層 を 介 し て 重 畳 し て い
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 、 ゲ ー ト 線 お よ び ド レ イ ン 線 の 他 に 、 ゲ ー ト 線 に 沿 っ
た 信 号 線 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に 適 用 し て 有 効 な 技 術 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 表 示 装 置 に は 、 一 対 の 基 板 の 間 に 液 晶 材 料 を 封 入 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル を 有 す る 液
晶 表 示 装 置 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 一 方 の 基 板 （ 以 下 、 TFT基 板 と い う ） に 、 複 数 本 の ゲ ー ト 線 と
複 数 本 の ド レ イ ン 線 が マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 隣 接 す る ２ 本 の ゲ ー ト 線
と 隣 接 す る ２ 本 の ド レ イ ン 線 で 囲 ま れ た 領 域 を １ つ の 画 素 領 域 と し 、 各 画 素 領 域 に TFT素
子 お よ び 画 素 電 極 が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 前 記 TFT基 板 に は 、 各 ゲ ー ト 線 の 間 に 、 ゲ ー ト 線 に 沿 っ た 他 の 信 号 線 が 配 置 さ れ
て い る こ と が あ る 。 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル が IPS（ In Plane Switching） 方 式 な ど の 横 電 界
駆 動 方 式 の 場 合 、 前 記 他 の 信 号 線 は 、 前 記 各 画 素 領 域 に 前 記 画 素 電 極 と 重 畳 す る よ う に 配
置 さ れ た 共 通 電 極 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 共 通 信 号 線 で あ る 。 ま た 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル が
縦 電 界 駆 動 方 式 の 場 合 、 前 記 他 の 信 号 線 は 、 前 記 各 画 素 領 域 の 画 素 電 極 の 端 部 と 重 畳 し て
蓄 積 容 量 を 形 成 す る ス ト レ ー ジ 線 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 前 記 ド レ イ ン 線 と 前 記 他 の 信 号 線 が 立 体
的 に 交 差 し た 領 域 に 生 じ る 交 差 容 量 の 変 動 に よ っ て 、 前 記 他 の 信 号 線 の 電 位 が 変 動 し 、 表
示 品 質 が 低 下 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 た と え ば 、 液 晶 表 示 装 置 の 、 ド レ イ ン 線 と 交 差 す る 共 通 信 号 線 の 電 位
を 安 定 化 さ せ る こ と が 可 能 な 技 術 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 た と え ば 、 液 晶 表 示 装 置 の 、 ド レ イ ン 線 と 交 差 す る ス ト レ ー ジ 線
の 電 位 を 安 定 化 さ せ る こ と が 可 能 な 技 術 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 前 記 な ら び に そ の 他 の 目 的 と 新 規 な 特 徴 は 、 本 明 細 書 の 記 述 お よ び 添 付 図 面 に
よ っ て 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 願 に お い て 開 示 さ れ る 発 明 の 概 略 を 説 明 す れ ば 、 以 下 の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ １ ） 複 数 本 の ゲ ー ト 線 と 複 数 本 の ド レ イ ン 線 が マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ て お り 、 か つ
、 前 記 ゲ ー ト 線 に 沿 っ て 他 の 信 号 線 が 配 置 さ れ て お り 、 隣 接 す る ２ 本 の ゲ ー ト 線 と 隣 接 す
る ２ 本 の ド レ イ ン 線 で 囲 ま れ た 領 域 を １ つ の 画 素 領 域 と す る 表 示 パ ネ ル を 有 す る 表 示 装 置
で あ っ て 、 前 記 表 示 パ ネ ル は 、 複 数 の 画 素 領 域 で な る 表 示 領 域 の 外 側 に 、 前 記 他 の 信 号 線
と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 第 １ の 電 極 と 、 前 記 ゲ ー ト 線 お よ び ド レ イ ン 線 な ら び に 他 の 信 号 線
と 電 気 的 に 独 立 し た 第 ２ の 電 極 と を 有 す る 容 量 素 子 が 設 け ら れ て い る 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ ２ ） 前 記 （ １ ） に お い て 、 前 記 容 量 素 子 は 、 少 な く と も 前 記 表 示 パ ネ ル の １ つ の 端 面
に 沿 っ て 設 け ら れ て お り 、 か つ 、 前 記 ゲ ー ト 線 ま た は ド レ イ ン 線 の 端 子 部 の 近 傍 に 前 記 第
１ の 電 極 の 端 子 部 お よ び 前 記 第 ２ の 電 極 の 端 子 部 を 有 す る 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ ３ ） 前 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） に お い て 、 前 記 表 示 パ ネ ル は 、 一 対 の 基 板 の 間 に 液 晶 材
料 を 封 入 し て な る 液 晶 表 示 パ ネ ル で あ り 、 一 方 の 基 板 に 前 記 容 量 素 子 が 設 け ら れ て い る 表
示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ ４ ） 前 記 （ ３ ） に お い て 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 前 記 一 方 の 基 板 の 各 画 素 領 域 に TF
T素 子 お よ び 画 素 電 極 な ら び に 共 通 電 極 を 有 し 、 前 記 他 の 信 号 線 と 前 記 共 通 電 極 が 電 気 的
に 接 続 さ れ て い る 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ５ ） 前 記 （ ３ ） に お い て 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 前 記 一 方 の 基 板 の 各 画 素 領 域 に TF
T素 子 お よ び 画 素 電 極 を 有 し 、 他 方 の 基 板 に 前 記 共 通 電 極 を 有 し 、 前 記 一 方 の 基 板 は 、 前
記 画 素 電 極 の 端 部 と 前 記 他 の 信 号 線 が 絶 縁 層 を 介 し て 重 畳 し て い る 表 示 装 置 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 表 示 装 置 は 、 前 記 手 段 （ １ ） の よ う に 、 前 記 表 示 パ ネ ル の 表 示 領 域 の 外 側 に 、
前 記 他 の 信 号 線 と 電 気 的 に 接 続 さ れ た 第 １ の 電 極 を 有 す る 容 量 素 子 を 配 置 す る 。 こ の と き
、 た と え ば 、 前 記 手 段 （ ２ ） の よ う に 、 前 記 容 量 素 子 の 容 量 を 、 前 記 他 の 信 号 線 と ド レ イ
ン 線 の 交 差 領 域 で 生 じ る 交 差 容 量 の 容 量 よ り も 十 分 に 大 き な 値 に す る こ と で 、 前 記 他 の 信
号 線 の 電 位 を 安 定 化 さ せ る こ と が で き 、 表 示 品 位 の 低 下 を 防 げ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 た と え ば 、 前 記 手 段 （ ３ ） の よ う に 液 晶 表 示 パ ネ ル を 有 す る 表 示 装 置
に 適 用 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の と き 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 た と え ば 、 前 記 手 段 （ ４
） の よ う な 構 成 の 横 電 界 駆 動 方 式 の 表 示 パ ネ ル で あ っ て も よ い し 、 前 記 手 段 （ ５ ） の よ う
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な 構 成 の 縦 電 界 駆 動 方 式 の 表 示 パ ネ ル で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 特 に 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル を 有 す る 表 示 装 置 で は 、 た と え ば 、 駆 動 速 度 を 倍 速 化 す る 方
法 と し て コ モ ン 反 転 駆 動 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の コ モ ン 反 転 駆 動 で は 、 コ モ ン 電 位 （ 共 通
電 極 の 電 位 ） の 歪 み に よ る 表 示 品 位 の 低 下 が 懸 念 さ れ る 。 そ の た め 、 前 記 手 段 （ １ ） お よ
び 手 段 （ ２ ） の よ う に 表 示 パ ネ ル 上 に 前 記 コ モ ン 電 位 を 安 定 化 さ せ る 容 量 素 子 を 設 け る こ
と に よ り 、 コ モ ン 電 位 の 歪 み や 変 動 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 実 施 の 形 態 （ 実 施 例 ） と と も に 詳 細 に 説 明 す る
。
  な お 、 実 施 例 を 説 明 す る た め の 全 図 に お い て 、 同 一 機 能 を 有 す る も の は 、 同 一 符 号 を 付
け 、 そ の 繰 り 返 し の 説 明 は 省 略 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ は 、 本 発 明 に よ る 一 実 施 例 の 表 示 装 置 の 概 要 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で
あ り 、 図 １ は 表 示 パ ネ ル の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 、 図 ２ は 図 １ に 示 し た 表 示 パ ネ ル の １ つ
の 画 素 領 域 の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 例 の 表 示 装 置 は 、 た と え ば 、 一 対 の 基 板 の 間 に 液 晶 材 料 を 封 入 し た 液 晶 表 示 パ ネ
ル を 有 す る 。 そ こ で 、 本 実 施 例 で は 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル を 例 に 挙 げ 、 そ の 構 成 に つ い て
説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 た と え ば 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ２ 枚 の 基 板 １ ， ２ が 重 な っ て お
り 、 一 方 の 基 板 １ に 複 数 本 の ゲ ー ト 線 Ｇ Ｌ と 複 数 本 の ド レ イ ン 線 Ｄ Ｌ が マ ト リ ク ス 状 に 配
置 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の よ う な 液 晶 表 示 パ ネ ル で は 、 た と え ば 、 図 １ に 示 す よ う に 、 各
ゲ ー ト 線 Ｇ Ｌ の 間 に 、 ゲ ー ト 線 Ｇ Ｌ に 沿 っ た 共 通 信 号 線 Ｃ Ｌ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の と き 、 表 示 パ ネ ル は 、 た と え ば 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ２ 本 の ゲ ー ト 線 Ｇ Ｌ と ２ 本 の
ド レ イ ン 線 Ｄ Ｌ で 囲 ま れ た 領 域 が １ つ の 画 素 領 域 で あ り 、 各 画 素 領 域 に は 、 TFT素 子 お よ
び 画 素 電 極 な ら び に 共 通 電 極 な ど が 設 け ら れ て い る 。 前 記 画 素 領 域 は 、 図 １ に 示 し た 表 示
領 域 Ａ Ｒ 内 に ２ 次 元 的 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の と き 、 複 数 本 の ゲ ー ト 線 Ｇ Ｌ は 一 方 の 基 板
１ の １ つ の 端 面 １ Ａ に 引 き 出 さ れ て 集 線 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 １ で は 省 略 す る が 、 集 線
さ れ た 部 分 に 端 子 部 が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 複 数 本 の ド レ イ ン 線 Ｄ Ｌ は 、 一 方 の 基 板 １
の 他 の 端 面 １ Ｂ に 引 き 出 さ れ て 集 線 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 １ で は 省 略 す る が 、 集 線 さ れ
た 部 分 に 端 子 部 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 前 記 表 示 パ ネ ル は 、 前 記 表 示 領 域 Ａ Ｒ の 外 側 で あ り 、 か つ 、 ゲ ー ト 線 Ｇ Ｌ お よ び
ド レ イ ン 線 Ｄ Ｌ が 集 線 さ れ た 端 面 １ Ａ ， １ Ｂ と は 異 な る 端 面 １ Ｃ ， １ Ｄ に 沿 っ て 容 量 素 子
Ｃ stabが 設 け ら れ て お り 、 共 通 信 号 線 Ｃ Ｌ は 、 容 量 素 子 Ｃ stabの 一 方 の 電 極 と 接 続 さ れ て
い る 。 そ し て 、 本 実 施 例 で は 、 容 量 素 子 Ｃ stabの 容 量 を 、 図 ２ に 示 し た ド レ イ ン 線 Ｄ Ｌ と
共 通 信 号 線 Ｃ Ｌ の 交 差 領 域 に 生 じ る 交 差 容 量 に 比 べ て 十 分 に 大 き な 値 と す る こ と で 、 共 通
信 号 線 Ｃ Ｌ の 電 位 を 安 定 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ 乃 至 図 ９ は 、 図 １ に 示 し た 表 示 パ ネ ル の 構 成 例 を 示 す 模 式 図 で あ り 、 図 ３ は 図 １ に
示 し た 領 域 Ｐ Ａ １ の 拡 大 平 面 図 、 図 ４ は 図 ３ の Ａ － Ａ ’ 線 断 面 図 、 図 ５ は 図 ３ の Ｂ － Ｂ ’
線 断 面 図 、 図 ６ は 図 ３ の Ｃ － Ｃ ’ 線 断 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ７ は 図 １ に 示 し た 領 域 Ｐ Ａ ２
の 拡 大 平 面 図 、 図 ８ は 図 ７ の Ｄ － Ｄ ’ 線 断 面 図 、 図 ９ は 図 ７ の Ｅ － Ｅ ’ 線 断 面 図 で あ る 。
な お 、 図 ３ お よ び 図 ７ の 平 面 図 は 、 ゲ ー ト 線 お よ び ド レ イ ン 線 な ら び に 共 通 信 号 線 が 設 け
ら れ た 基 板 の 構 成 を 示 し て い る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ に 示 し た 表 示 パ ネ ル の 領 域 Ｐ Ａ １ の 構 成 は 、 た と え ば 、 図 ３ 乃 至 図 ６ に 示 す よ う に
な っ て い る 。 こ の と き 、 ゲ ー ト 線 Ｇ Ｌ な ど が 配 置 さ れ た 一 方 の 基 板 （ TFT基 板 ） １ の 表 示
領 域 Ａ Ｒ 内 は 、 た と え ば 、 図 ３ 乃 至 図 ５ に 示 す よ う に 、 ガ ラ ス 基 板 １ ０ １ 上 に ゲ ー ト 線 Ｇ
Ｌ 、 共 通 信 号 線 Ｃ Ｌ 、 共 通 電 極 Ｃ Ｔ が 設 け ら れ て お り 、 そ の 上 層 に 第 １ 絶 縁 層 １ ０ ２ を 介
し て 、 半 導 体 層 １ ０ ３ 、 ド レ イ ン 線 Ｄ Ｌ お よ び ソ ー ス 電 極 Ｓ Ｄ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、
共 通 電 極 Ｃ Ｔ 上 に は 、 第 １ 絶 縁 層 １ ０ ２ お よ び 第 ２ 絶 縁 層 １ ０ ４ を 介 し て 画 素 電 極 Ｐ Ｘ が
設 け ら れ て い る 。 こ の と き 、 画 素 電 極 Ｐ Ｘ は ス ル ー ホ ー ル に よ っ て ソ ー ス 電 極 Ｓ Ｄ と 接 続
さ れ て い る 。 ま た こ の と き 、 画 素 電 極 Ｐ Ｘ に は ス リ ッ ト が 設 け ら れ て い る 。 ま た こ の と き
、 上 下 方 向 の 各 画 素 領 域 の 共 通 電 極 Ｃ Ｔ は 、 図 ３ お よ び 図 ５ に 示 す よ う に 、 ブ リ ッ ジ 配 線
１ ０ ５ に よ っ て 接 続 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 画 素 電 極 Ｐ Ｘ 上 に は 配 向 膜 １ ０ ６ が 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 前 記 表 示 領 域 Ａ Ｒ 内 の 各 共 通 電 極 Ｃ Ｔ と 接 続 さ れ て い る 共 通 信 号 線 Ｃ Ｌ は 、 表 示
領 域 Ａ Ｒ の 外 側 に 配 置 さ れ た バ ス ラ イ ン （ 第 １ の 電 極 ） Ｃ Ｌ busで 短 絡 し て い る 。 こ の と
き 、 第 １ の 電 極 Ｃ Ｌ busは 、 共 通 信 号 線 Ｃ Ｌ と 同 じ 層 、 す な わ ち ガ ラ ス 基 板 １ ０ １ と 第 １
絶 縁 層 １ ０ ２ の 間 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 表 示 領 域 Ａ Ｒ の 外 側 に は 、 図 ３ お よ び 図 ６ に 示 し た よ う に 、 第 １ の 電 極 Ｃ Ｌ bus
と 重 畳 す る 第 ２ の 電 極 Ｇ Ｎ Ｄ busが 設 け ら れ て お り 、 第 １ の 電 極 Ｃ Ｌ busお よ び 第 ２ の 電 極
Ｇ Ｎ Ｄ busな ら び に 第 １ 絶 縁 層 １ ０ ２ に よ っ て 容 量 素 子 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 前 記 TFT基 板 １ と 対 向 す る 他 方 の 基 板 （ CF基 板 ） ２ は 、 た と え ば 、 ガ ラ ス 基 板 ２
０ １ の 、 TFT基 板 １ と 向 か い 合 う 面 に 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ２ ０ ２ 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ０
３ 、 オ ー バ ー コ ー ト 層 ２ ０ ４ 、 配 向 膜 ２ ０ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た こ の と き 、 TFT基 板 １ と CF基 板 ２ は 、 環 状 の シ ー ル 材 ３ に よ っ て 接 着 さ れ て お り 、
各 基 板 １ ， ２ と シ ー ル 材 ３ で 囲 ま れ た 空 間 に 液 晶 材 料 ４ が 封 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 図 １ に 示 し た 表 示 パ ネ ル の 領 域 Ｐ Ａ ２ の 構 成 は 、 た と え ば 、 図 ７ 乃 至 図 ９ に 示 す
よ う に な っ て い る 。 領 域 Ｐ Ａ ２ は 、 表 示 領 域 の ゲ ー ト 線 Ｇ Ｌ を 引 き 出 し て 集 線 し た 領 域 の
一 部 分 で あ っ て 、 TCPな ど の 配 線 と の 接 続 端 子 部 で あ る 。 そ の た め 、 ゲ ー ト 線 Ｇ Ｌ 上 に は
、 第 １ 絶 縁 層 １ ０ ２ お よ び 第 ２ 絶 縁 層 １ ０ ４ を 開 口 し て 形 成 し た 接 続 端 子 １ ０ ７ が 設 け ら
れ て い る 。 ま た こ の と き 、 前 記 容 量 素 子 Ｃ stabを 形 成 す る 第 １ の 電 極 Ｃ Ｌ busお よ び 第 ２
の 電 極 Ｇ Ｎ Ｄ busは 、 ゲ ー ト 線 Ｇ Ｌ の 接 続 端 子 部 の 近 傍 ま で 延 在 し て お り 、 ゲ ー ト 線 Ｇ Ｌ
の 接 続 端 子 部 と 隣 接 し て 、 第 １ の 電 極 Ｃ Ｌ busの 接 続 端 子 １ ０ ７ お よ び 第 ２ の 電 極 Ｇ Ｎ Ｄ b
usの 接 続 端 子 １ ０ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 図 示 は 省 略 す る が 、 図 １ に 示 し た 表 示 パ ネ ル の 領 域 Ｐ Ａ ３ は 、 図 ７ 乃 至 図 ９ に 示
し た 領 域 Ｐ Ａ ２ と 同 様 の 構 成 、 す な わ ち ド レ イ ン 線 Ｄ Ｌ の 接 続 端 子 部 と 隣 接 し て 第 １ の 電
極 Ｃ Ｌ busの 接 続 端 子 お よ び 第 ２ の 電 極 Ｇ Ｎ Ｄ busの 接 続 端 子 が 設 け ら れ て い て も よ い し 、
設 け ら れ て い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ ０ お よ び 図 １ １ は 、 表 示 パ ネ ル の 容 量 素 子 へ の 給 電 方 法 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で
あ り 、 図 １ ０ は プ リ ン ト 回 路 板 か ら TCPを 介 し て 給 電 す る 方 法 を 説 明 す る 図 、 図 １ １ は 表
示 パ ネ ル 上 の 配 線 か ら TCPを 介 し て 給 電 す る 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 例 の 表 示 パ ネ ル は 、 た と え ば 、 図 ３ 乃 至 図 ９ に 示 し た よ う に 、 表 示 領 域 Ａ Ｒ の 外
側 に 第 １ の 電 極 Ｃ Ｌ busお よ び 第 ２ の 電 極 Ｇ Ｎ Ｄ busを 有 す る 容 量 素 子 Ｃ stabを 設 け て い る
。 こ の と き 、 第 １ の 電 極 Ｃ Ｌ busは 表 示 領 域 Ａ Ｒ 内 の 共 通 信 号 線 Ｃ Ｌ の バ ス ラ イ ン で あ り
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、 コ モ ン 電 位 の 信 号 が 加 わ っ て い る 。 そ の た め 、 第 ２ の 電 極 Ｇ Ｎ Ｄ busは コ モ ン 電 位 と は
異 な る 電 位 、 た と え ば グ ラ ン ド 電 位 に す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の と き 、 第 １ の 電 極 Ｃ Ｌ busの 接 続 端 子 １ ０ ７ お よ び 第 ２ の 電 極 Ｇ Ｎ Ｄ busの 接 続 端 子
１ ０ ７ は そ れ ぞ れ 、 た と え ば 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ５ ０ １ が 実 装 さ れ た
TCP５ の 共 通 信 号 線 ５ ０ ２ ａ お よ び グ ラ ン ド 配 線 ５ ０ ２ ｂ に 接 続 す る 。 ま た こ の と き 、 TCP
５ 上 の 共 通 信 号 線 ５ ０ ２ ａ お よ び グ ラ ン ド 配 線 ５ ０ ２ ｂ は そ れ ぞ れ 、 ゲ ー ト ド ラ イ バ ５ ０
１ を 介 さ ず 、 直 接 プ リ ン ト 回 路 板 ６ の 配 線 ６ ０ １ と 接 続 す る 。 ま た 、 表 示 パ ネ ル 上 の ゲ ー
ト 線 Ｇ Ｌ の 接 続 端 子 １ ０ ７ は 、 TCP５ 上 の ゲ ー ト ド ラ イ バ ５ ０ １ と 接 続 さ れ た 配 線 ５ ０ ２
ｃ と 接 続 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 第 １ の 電 極 Ｃ Ｌ busの 接 続 端 子 １ ０ ７ お よ び 第 ２ の 電 極 Ｇ Ｎ Ｄ busの 接 続 端 子 １ ０
７ は 、 図 １ ０ に 示 し た よ う に TCP５ 上 の 配 線 ５ ０ ２ ａ ， ５ ０ ２ ｂ を 介 し て プ リ ン ト 回 路 板
６ の 配 線 ６ ０ １ と 接 続 す る 代 わ り に 、 た と え ば 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 表 示 パ ネ ル 上 に 配
置 さ れ た 他 の 共 通 信 号 線 Ｃ Ｌ や グ ラ ン ド 配 線 Ｇ Ｎ Ｄ と 、 TCP５ 上 の 配 線 ５ ０ ２ ａ ， ５ ０ ２
ｂ を 介 し て 接 続 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に 、 表 示 パ ネ ル の 表 示 領 域 Ａ Ｒ の 外 側 に 容 量 素 子 Ｃ stabを 設 け た 場 合 、 こ の 容
量 素 子 Ｃ stabの 容 量 は 、 た と え ば 、 図 ３ に 示 し た 共 通 信 号 線 Ｃ Ｌ と ド レ イ ン 線 Ｄ Ｌ の 交 差
領 域 に 形 成 さ れ る 交 差 容 量 に 比 べ て 非 常 に 大 き な 値 と な る 。 そ の た め 、 各 交 差 容 量 の 歪 み
、 変 動 を 抑 え 、 共 通 信 号 線 Ｃ Ｌ の 電 位 （ コ モ ン 電 位 ） を 安 定 化 さ せ る こ と が で き 、 表 示 品
位 の 低 下 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ２ 乃 至 図 １ ４ は 、 本 実 施 例 の 変 形 例 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ り 、 図 １ ２ は 図 １
に 示 し た 領 域 Ｐ Ａ １ の 拡 大 平 面 図 、 図 １ ３ は 図 １ ２ の Ｆ － Ｆ ’ 線 断 面 図 、 図 １ ４ は 図 １ ２
の Ｇ － Ｇ ’ 線 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 １ ２ の 平 面 図 は 、 TFT基 板 の 構 成 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 例 の 表 示 パ ネ ル は 、 た と え ば 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 表 示 領 域 Ａ Ｒ の 外 側 に 容 量
素 子 Ｃ stabが 設 け ら れ て お り 、 か つ 、 容 量 素 子 Ｃ stabの 一 方 の 電 極 が 、 ゲ ー ト 線 Ｇ Ｌ に 沿
っ て 配 置 さ れ た 他 の 信 号 線 と 接 続 し て い れ ば よ い 。 そ の た め 、 前 記 表 示 領 域 Ａ Ｒ 内 の 各 画
素 の 構 成 は 、 図 ３ 乃 至 図 ６ に 示 し た よ う な 構 成 に 限 ら ず 、 種 々 の 構 成 を 適 用 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ 乃 至 図 ６ に 示 し た 表 示 パ ネ ル の 構 成 は 、 TFT基 板 １ に 画 素 電 極 Ｐ Ｘ お よ び 共 通 電 極
Ｃ Ｔ を 有 す る 、 い わ ゆ る 横 電 界 駆 動 方 式 の も の で あ る が 、 こ れ に 限 ら ず 、 た と え ば 、 TFT
基 板 １ に 画 素 電 極 Ｐ Ｘ を 有 し 、 CF基 板 ２ に 共 通 電 極 Ｃ Ｔ を 有 す る 、 い わ ゆ る 縦 電 界 駆 動 方
式 の も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 縦 電 界 駆 動 方 式 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 場 合 、 図 １ に 示 し た 領 域 Ｐ Ａ １ の 構 成 は 、 た と え ば
、 図 １ ２ 乃 至 図 １ ４ に 示 し た よ う に な る 。 こ の と き 、 ゲ ー ト 線 Ｇ Ｌ な ど が 配 置 さ れ た TFT
基 板 １ の 表 示 領 域 Ａ Ｒ 内 は 、 た と え ば 、 ガ ラ ス 基 板 １ ０ １ 上 に ゲ ー ト 線 Ｇ Ｌ お よ び 蓄 積 容
量 用 の ス ト レ ー ジ 線 Ｓ ｔ ｇ Ｌ が 設 け ら れ て お り 、 そ の 上 層 に 第 １ 絶 縁 層 １ ０ ２ を 介 し て 、
半 導 体 層 １ ０ ３ 、 ド レ イ ン 線 Ｄ Ｌ お よ び ソ ー ス 電 極 Ｓ Ｄ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ゲ ー ト
線 Ｇ Ｌ お よ び ド レ イ ン 線 Ｄ Ｌ で 囲 ま れ た 開 口 領 域 に は 画 素 電 極 Ｐ Ｘ が 設 け ら れ て い る 。 こ
の と き 、 画 素 電 極 Ｐ Ｘ は ス ル ー ホ ー ル に よ っ て ソ ー ス 電 極 Ｓ Ｄ と 接 続 さ れ て い る 。 ま た こ
の と き 、 画 素 電 極 Ｐ Ｘ の 端 部 は 絶 縁 層 を 介 し て ス ト レ ー ジ 線 Ｓ ｔ ｇ Ｌ と 重 畳 し て い る 。 ま
た 、 画 素 電 極 Ｐ Ｘ 上 に は 配 向 膜 １ ０ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 ス ト レ ー ジ 線 Ｓ ｔ ｇ Ｌ は 、 表 示 領 域 Ａ Ｒ の 外 側 に 配 置 さ れ た バ ス ラ イ ン （ 第 １ の
電 極 ） Ｓ ｔ ｇ Ｌ busで 短 絡 し て い る 。 こ の と き 、 第 １ の 電 極 Ｓ ｔ ｇ Ｌ busは 、 ス ト レ ー ジ 線
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Ｓ ｔ ｇ Ｌ と 同 じ 層 、 す な わ ち ガ ラ ス 基 板 １ ０ １ と 第 １ 絶 縁 層 １ ０ ２ の 間 に 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 表 示 領 域 Ａ Ｒ の 外 側 に は 、 図 ３ お よ び 図 ６ に 示 し た よ う に 、 前 記 第 １ の 電 極 Ｓ ｔ
ｇ Ｌ busと 重 畳 す る 第 ２ の 電 極 Ｇ Ｎ Ｄ busが 設 け ら れ て お り 、 第 １ の 電 極 Ｓ ｔ ｇ Ｌ busお よ
び 第 ２ の 電 極 Ｇ Ｎ Ｄ busな ら び に 第 １ 絶 縁 層 １ ０ ２ に よ っ て 容 量 素 子 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 前 記 TFT基 板 １ と 対 向 す る CF基 板 ２ は 、 た と え ば 、 ガ ラ ス 基 板 ２ ０ １ の 、 TFT基 板
１ と 向 か い 合 う 面 に 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス ２ ０ ２ 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ０ ３ 、 オ ー バ ー コ ー
ト 層 ２ ０ ４ 、 共 通 電 極 Ｃ Ｔ 、 お よ び 配 向 膜 ２ ０ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の よ う な 構 成 の 場 合 、 ス ト レ ー ジ 線 Ｓ ｔ ｇ Ｌ と 画 素 電 極 Ｐ Ｘ の 間 の 重 畳 し た 領 域 で 蓄
積 容 量 を 形 成 す る が 、 ス ト レ ー ジ 線 Ｓ ｔ ｇ Ｌ と ド レ イ ン 線 Ｄ Ｌ の 交 差 領 域 で 生 じ る 交 差 容
量 に 変 動 が あ る と 、 ス ト レ ー ジ 線 Ｓ ｔ ｇ Ｌ の 電 位 が 変 動 し 、 蓄 積 容 量 が 変 動 し て 表 示 品 位
が 低 下 す る 。 そ こ で 、 本 実 施 例 の よ う に 表 示 領 域 Ａ Ｒ の 外 側 に 、 前 記 交 差 容 量 に 比 べ て 非
常 に 大 き い 容 量 素 子 Ｃ stabを 設 け る こ と で 、 ス ト レ ー ジ 線 Ｓ ｔ ｇ Ｌ の 電 位 を 安 定 化 さ せ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 、 前 記 実 施 例 に 基 づ き 具 体 的 に 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 前 記 実 施 例 に 限
定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 、 種 々 変 更 可 能 で あ る こ と は
も ち ろ ん で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 一 実 施 例 の 表 示 装 置 の 概 要 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ り 、 表 示 パ
ネ ル の 概 略 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 一 実 施 例 の 表 示 装 置 の 概 要 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ り 、 図 １ に
示 し た 表 示 パ ネ ル の １ つ の 画 素 領 域 の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 し た 表 示 パ ネ ル の 構 成 例 を 示 す 模 式 図 で あ り 、 図 １ に 示 し た 領 域 Ｐ Ａ １
の 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ａ － Ａ ’ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ の Ｂ － Ｂ ’ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ３ の Ｃ － Ｃ ’ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ に 示 し た 表 示 パ ネ ル の 構 成 例 を 示 す 模 式 図 で あ り 、 図 １ に 示 し た 領 域 Ｐ Ａ ２
の 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の Ｄ － Ｄ ’ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ の Ｅ － Ｅ ’ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 表 示 パ ネ ル の 容 量 素 子 へ の 給 電 方 法 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ り 、 プ リ ン ト
回 路 板 か ら TCPを 介 し て 給 電 す る 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 表 示 パ ネ ル の 容 量 素 子 へ の 給 電 方 法 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ り 、 表 示 パ ネ
ル 上 の 配 線 か ら TCPを 介 し て 給 電 す る 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 実 施 例 の 変 形 例 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ り 、 図 １ に 示 し た 領 域 Ｐ Ａ １ の
拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 実 施 例 の 変 形 例 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ り 、 図 １ ２ の Ｆ － Ｆ ’ 線 断 面 図
で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 実 施 例 の 変 形 例 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ り 、 図 １ ２ の Ｇ － Ｇ ’ 線 断 面 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 Ｇ Ｌ … ゲ ー ト 線
　 Ｄ Ｌ … ド レ イ ン 線
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　 Ｃ Ｌ … 共 通 信 号 線
　 Ｃ stab… 表 示 領 域 の 外 側 の 容 量 素 子
　 Ｃ Ｌ bus… 第 １ の 電 極
　 Ｇ Ｎ Ｄ bus… 第 ２ の 電 極
　 Ｐ Ｘ … 画 素 電 極
　 Ｃ Ｔ … 共 通 電 極
　 Ｓ Ｄ … ソ ー ス 電 極
　 １ … TFT基 板
　 １ ０ １ … ガ ラ ス 基 板
　 １ ０ ２ … 第 １ 絶 縁 層
　 １ ０ ３ … 半 導 体 層
　 １ ０ ４ … 第 ２ 絶 縁 層
　 １ ０ ５ ａ ， １ ０ ５ ｂ … ブ リ ッ ジ 配 線
　 １ ０ ６ … 配 向 膜
　 １ ０ ７ … 接 続 端 子
　 ２ … CF基 板
　 ２ ０ １ … ガ ラ ス 基 板
　 ２ ０ ２ … ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス
　 ２ ０ ３ … カ ラ ー フ ィ ル タ
　 ２ ０ ４ … オ ー バ ー コ ー ト 層
　 ２ ０ ５ … 配 向 膜
　 ３ … シ ー ル 材
　 ４ … 液 晶 材 料
　 ５ … TCP
　 ５ ０ １ … ゲ ー ト ド ラ イ バ
　 ５ ０ ２ ａ ， ５ ０ ２ ｂ ， ５ ０ ２ ｃ … TCP上 の 配 線
　 ６ … プ リ ン ト 回 路 板
　 ６ ０ １ … プ リ ン ト 回 路 板 上 の 配 線
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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